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テーマ 

当事者組織（患者・家族の会）とその機能・役割を学ぶ。 
援助関係の構築と他職種・他機関との連携（ネットワーク）の実際を学ぶ 
傷病による生活のしづらさとそこに対応する社会資源の活用について学ぶ 

ゼ ミ ナ ー ル 概 要 

目的、内容、方法等： 
（1）目的 
 傷病がもたらす生活のしづらさは様々な形を表出させる。患者・家族が傷病を抱えながら生活を維持し

ていくことの大変さを共感し、その生活のしづらさの改善や解決に医療ソーシャルワーカー(以下 MSW)は
いかに関わっていくのか、関われるのかを学ぶ。 
 
（2）内容 
1.傷病が及ぼす生活のしづらさを理解する。 
2.当事者グループ(患者会・家族会等)の実情とその活動の実際を学ぶ。 
3.援助に伴う社会資源の概要の把握と活用の方法を学ぶ。 
4.MSW にとっての連携と協働のしかた（医療機関内および地域関係機関）を学ぶ。 
5.医療政策と現代医療の機能と分化を把握する。 
6.現代の医療事情と療養生活への影響を学ぶ。  
7.患者・家族の療養生活と権利擁護について学ぶ。 
 
（3）方法 
1.グループを形成し課題の抽出や討議と発表を行う。 
2.患者会・家族会の活動の実情把握（活動状況の見学・インタビューの実施、特別講義の実施）を行う。 
3.医療機関、連携機関の把握(見学・インタビュー、特別講義の実施)をする。 
 
(4)授業計画：基本的には医療福祉コースの共通要素によって進める。 
 
前期  
1.難病をはじめとする傷病がもたらす生活のしづらさを把握する。 
2.当事者グループ(患者会・家族会等）の活動状況、機能を現地調査する。 
3.患者・家族との関係の理解を深める。 
後期 
1.MSW の現場の働きを把握（施設見学、インタビュー）する。 
2.医療機関の機能の把握（施設見学、インタビュー）をする。 
3.MSW の組織内連携の方法と他の機関との連携やネットワークを把握する。 
4.社会資源の利用の時期と方法を学ぶ。 
 

担当教員からのメッセージ 

私は日本福祉大学に赴任する前は、いわゆる急性期医療を提供する病院で 39 年間にわたって MSW とし

て働いてきた。また、急性期医療機関に居宅介護支援事業所を併設し、在宅療養生活が安心して行えるよ

うにケアマネージメントにも深く関わってきた。 
また、当事者(患者・家族)が生活のしづらさに対して、自らが立ち向かい、解決していく過程にも参加し

た。患者・家族の生活課題の解決や改善に向けて院内外の医療スタッフ、地域関係機関の人々と共にエネ

ルギーを割いてきた。これらの経験を生かし、学生の皆さんと共にこの MSW 道をみつめていけたら幸い

である。 


